


「目指す生徒の姿（重点教育目標）」を実現するために私たちが取り組む「これだけは」の策定における説明要旨
2025年１月20日（月）
学校長
○　令和７年度の「目指す生徒の姿（重点教育目標）」を実現するために私たちが取り組む「これだけは」について、国や道の動向を踏まえ、流行と不易の観点から「学習指導等の充実」、「生徒指導、学級経営の充実」、「学校における働き方改革の推進、GIGAスクール構想の実現」、「校種間及び学校・家庭・地域の連携・協働」、「生徒たちの安心・安全確保」の「５つの柱」を設定しました。
○　それぞれの柱について、取り組むべき内容を説明します。

○　１つ目の柱「学習指導等の充実」について、３点の取組内容を設定しました。
○　１つ目は、「単元（題材）を通して目指す資質・能力を生徒が確実に獲得する不断の授業改善の継続」です。
○　「生きて働かない学力」問題を解決するために、現行の学習指導要領において「資質・能力」が位置付けられました。
○　生徒たちが「生きて働く学力」を獲得し、持続可能な未来社会の創り手となるよう、当該の単元（題材）の学習を通して「何ができるようになるのか」、そのためには「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」を明確にした授業改善を継続するようお願いします。
○　２つ目は、「『教科書を学ぶ』から『教科書で学ぶ』への発想を重視した教科書の活用」です。
○　令和７年度から改訂された教科書を使用します。
○　教科によっては、教科書会社が変更になり、これまで使ったことのない教科書で授業を行うことになります。
○　授業改善の視点から教科書の使い方を考えてみると、①生徒が獲得する資質・能力を明確にする、②そのために適切な教材を選択する、③どのような活動を工夫するか、の３点が重要です。
○　このことから、教科書は教材を順に教えるためのものではなく、生徒が資質・能力を獲得するために適切な教材が掲載されているものであるとの認識を改めて確認する必要があります。
○　なお、上記の①から③を実行するに当たり、当該教科の学習指導要領解説を活用してください。
○　教科書の単元（題材）に対応する学習指導要領の目標・内容を見ると、「ここさえ押さえておけばよい」と気付くことも多いと思います。
○　「教科書を学ぶ」から「教科書で学ぶ」への発想を重視した教科書の活用を進めて授業改善の充実を図るようお願いします。
○　３つ目は、「『個人研究テーマ』を探究し『北中教師としての学びの姿』の確立を目指す校内研修の推進」です。
○　12月に実施した生徒による授業評価の結果等を踏まえて、第２期の「個人研究テーマ」が設定されました。
○　現在、生徒たちには、学習者として自らの学びをコントロールできる「自立した学習者」になることが求められています。
○　このことは、私たち教師にとっても同様です。
○　自分事の課題（テーマ）を、自分の力や他の教師と協働して解決し、その過程と成果を自覚する。
○　このことを繰り返すことで、「個人研究テーマ」を探究し、「北中教師としての学びの姿」の確立を目指す校内研修を学校として推進するようお願いします。

○　２つ目の柱「生徒指導、学級経営の充実」について、２点の取組内容を設定しました。
○　１つ目は、「生徒指導の実践上の視点（自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成、自己決定の場の提供、安心・安全な風土の醸成）を取り入れた学級経営計画の作成と戦略的な活用（学級目標の実現状況を把握する評価の実施）の継続」です。
○　学級は生徒たちにとって学校生活の基盤となる場所です。
○　全ての生徒を対象とした発達支持的生徒指導の場である学級において、生徒指導の目標である「自己指導能力」を生徒が獲得するような学級経営を意識することが重要です。
○　このことから、「生徒指導の実践上の視点」を意識して学級経営に埋め込んでいくこと（生徒指導の内在化）が、学級経営の充実につながると言えます。
○　学級経営計画の作成に当たっては、「生徒指導の実践上の視点」を取り入れるとともに、学級目標の実現に向けた取組を当該の視点を踏まえて設定し、定期的に生徒と学級担任が評価を実施することで学級目標の実現状況を把握するなど、戦略的に活用するようお願いします。
○　２つ目は、「学校適応感尺度『ASSESS』を活用した誰一人取り残さない生徒指導の推進」です。
○　ASSESSは、学校適応の重要な側面の全てについて、生徒たちのSOSを把握できます。
○　問題が顕在化していなくてもSOSのサインがつかめるので、問題が生じる前に早期対応できます。
○　ASSESSを積極的・戦略的に活用して、生徒たち一人一人の状況と学級の状況を把握し、誰一人取り残さない生徒指導を推進するようお願いします。

○　３つ目の柱「学校における働き方改革の推進、GIGAスクール構想の実現」について、４点の取組内容を設定しました。
○　１つ目は、「『自分の命や健康、生活を守り、家族等との時間を確保する』ことを重視した業務の推進」です。
○　これまでの学校における働き方改革は、「生徒たちに対して効果的な教育活動を行うことができるようになるため、持続可能な学校教育の中で教育成果を維持し、向上させること」、つまり「教育の質の向上」をねらっていました。
○　しかし、ここに「教職員の命と健康を守る」という目的が入らなければ、生徒たちのため、学校のためにはどんな仕事をしてもよいというロジックになってしまいます。
○　学校は生徒たちのウェルビーイング（精神的にも身体的にも健康で、よい状態でいること）を高める機関ですが、そのためには私たち教職員のウェルビーイングも良好である必要があります。
○　このことから、「自分の命や健康、生活を守り、家族等との時間を確保する」ことを重視して業務を推進するようお願いします。
[bookmark: _Hlk188452540]○　２つ目は、「コアチーム等による不断の業務の見直し及び提示された取組の学校としての確実な遂行」です。
○　１つ目の取組内容を実現するためには、私たち一人一人の努力が必要ですが、組織として学校を俯瞰して取組を検討し形づくっていく必要があります。
○　また、組織として決定したことの「ねらい」を全体で共有し、確実に実行していくことが重要です。
○　このことから、コアチーム等による不断の業務の見直しを進めるとともに、コアチーム等から提示された取組について、学校として確実に遂行するようお願いします。
○　３つ目は、「『ねらい』の明確化と、それを実現する戦略の具体化を重視した各種教育活動の構想」です。
○　本校では、日常の授業はもとより学校行事等においても、「それって何のため？」を考え「ねらい」を明確にするとともに、それを実現するためには「何をすればよいのか」を考え取組を設定しています。
○　この流れは、業務改善や業務精選において王道です。
○　このことから、今後も各種教育活動を構想するとき、「ねらい」を明確にするとともに、それを実現する戦略を具体にするようお願いします。
○　４つ目は、「GIGA端末を『使っている』から『使いこなす』に進める教育活動の創造」です。
○　GIGAスクール構想によって、全国の小・中学校に１人１台の端末が配備され、学校で日常的に使われるようになってきています。
○　そして、令和７年度は全国的に端末の更新が進められ、「Next GIGA」という次のステージを迎えるに当たり、デジタルの強みを生かした教育活動を学校としてデザインしていく必要があります。
○　このことから、GIGA端末を「使っている」から「使いこなす」に進める教育活動を創造していくようお願いします。

○　４つ目の柱「校種間及び学校・家庭・地域の連携・協働」について、３点の取組内容を設定しました。
○　１つ目は、「『小中ジョイントプロジェクト』を活用した組織的・戦略的な校区内小学校との連携の促進」です。
○　令和５年度に「９年間を通して目指す子どもの姿」が策定され、令和６年度には３校が連携・協働して研修を推進し、互いの公開研究会等に積極的に参加して授業改善の充実を図ったり、音楽科において昨年度に引き続き乗り入れ授業が実施されたりするなど、小中連携の基盤が着実に築かれてきています。
○　数年後には、義務教育学校（小中一貫教育）が普通で、単独の小学校、中学校が珍しい時代がやってきます。
○　これらのことから、「小中ジョイントプロジェクト」を積極的に活用し、組織的・戦略的な中央小学校、青葉小学校との連携を促進するようお願いします。
○　２つ目は、「『辛口の友人』（コミュニティ・スクール協議会）と連携・協働した学校経営への参画」です。
○　コミュニティ・スクール協議会は、学校経営方針に対して厳しい物言いをしながら、学校を応援してくれることから、「辛口の友人」と言われています。
○　そして、私たちが目指す本校のゴールを共有し、その実現を目指して共に歩みを進めること（社会に開かれた教育課程の実現）から「共同経営者」でもあります。
〇　私たちはコミュニティ・スクール協議会と積極的に交流し、信頼関係を築くことが大切です。
○　このことから、コミュニティ・スクール協議会と積極的に連携・協働（戦略的に活用）し、地域とともにある学校づくりに参画するようお願いします。
○　３つ目は、「地域の教育資源を積極的に活用した『ふるさとキャリア教育』（総合的な学習の時間）の推進」です。
○　今年度の総合的な学習の時間において、「君たちは地域のためにどう生きるかプロジェクト」として、未来の釧路市のために自分に何ができるのかを探究する学びを展開してきました。
○　この学びを通して生徒たちは、釧路市という地域の魅力を実感することに加えて、地域の魅力を創り出している多くの人たちと共に学びを進めることにより、その人たちに対する憧れや尊敬の気持ちを抱き、「地域創生」の意識を醸成しました。
○　このことから、生徒たちが未来の地域を創る資質・能力を更に獲得するために、総合的な学習の時間において、地域の教育資源を積極的に活用した「ふるさとキャリア教育」を推進するようお願いします。

○　５つ目の柱「生徒たちの安心・安全の確保」について、４点の取組内容を設定しました。
○　１つ目は、「登校に困り感を抱える生徒の学びの保障と社会的復帰に向けた支援を実現する学校体制の構築」です。
○　登校に困り感を抱える生徒への対応は、本校にとって喫緊の課題です。
○　校内教育支援ルームの機能の充実や当該生徒に対する個別の教育支援計画の作成・活用、関係機関とのネットワークの構築等にスピード感をもって取り組んでいく必要があります。
○　このことから、当該生徒に対してICTを活用した多様な学びの機会を提供するとともに、一人の大人として社会で生きていける資質・能力の獲得に向け、私たち一人一人が当事者意識をもち、学校として支援していく体制を構築するようお願いします。
○　２つ目は、「特別支援学級の不断の教育課程の改善及び全教職員が当事者意識をもった特別支援教育の推進」です。
○　学校として特別支援学級に関わる体制が構築され、学習指導や学級経営等において、専門性を生かした学びの提供や生徒同士の良好な人間関係の形成など、多くの成果がありました。
○　成果が確認された今だからこそ、「これでいいのか」という視点をもって特別支援教育を見直し、生徒によりよい学びの場や生活の環境を提供し続けることが大切です。
○　このことから、特別支援学級の教育課程を不断に見直すとともに、全教職員が当事者意識をもって特別支援教育を推進するようお願いします。
○　３つ目は、「心理的安全性が醸成された集団づくり及び『縦割り活動』を通した望ましい人間関係の形成」です。
○　全員が目指す目標を共有するとともに、自分が集団の中で認められている、自分の考えを表明しても許してもらえるという実感をもつことで個人、
そして、その個人が所属する集団は成長できます。
○　また、今年度の各種教育活動の中で、３学年の生徒たちがリーダーシップを発揮し後輩をリードして学校全体の成長を実現させてくれました。
○　このことから、全ての生徒が安心・安全を実感できる心理的安全性が醸成された集団（学級、学年、部活動等）づくりを推進するとともに、教育活動に意図的・計画的に「縦割り活動」を位置付け、望ましい人間関係の形成を図るようお願いします。
○　４つ目は、「いじめや災害等に対する危機意識の醸成を図る研修等の実施及び各マニュアル等の不断の見直し」です。
○　今年度、生徒指導研修を２回実施して、私たちの生徒理解に関するスキルは格段に向上しました。
○　生徒の問題行動や災害等はいつ起きても不思議ではありません。
○　私たちは常に最悪のことを想定し、危機意識をもって教育活動に当たる必要があります。
○　このことから、いじめや災害等に対する危機意識の醸成を図る研修等を実施し、個のスキルの更なる向上を図るとともに、非常時等において、生徒の命や健康を守るため、各マニュアルを不断に見直すようお願いします。

○　以上の内容を、令和７年度「目指す生徒の姿（重点教育目標）」を実現するために私たちが取り組む「これだけは」にしたいと考えます。
○　皆さんの御理解・御協力をよろしくお願いします。
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